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【手続補正書】
【提出日】平成25年1月22日(2013.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　すなわち、本発明は、
（１）酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物を触媒とし、安定剤の共存下で、
溶融重合工程とそれに続く固相重合工程を含むことを特徴とする脂肪族ポリエステル樹脂
の製造方法であって、安定剤が、芳香族環を構成する炭素原子にリン原子が直接結合して
いるリン化合物、芳香族ケトン化合物、脂肪族ジカルボン酸、脂肪族ジオール、芳香族環
を有する炭化水素化合物、ジフェニルスルホンおよび脂環式炭化水素化合物から選ばれる
少なくとも１つであることを特徴とする脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法、
（２）酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物の添加量が、硫黄原子換算で原料
モノマー対比３０～３０００ｐｐｍであることを特徴とする上記（１）に記載の脂肪族ポ
リエステル樹脂の製造方法、
（３）安定剤が、９，１０－ジハイドロー９－オキサ－１０－フォスファフェナントレン
－１０－オキサイド、ベンゾフェノン、シュウ酸、ヘキサンジオール、１，４－ジベンゾ
イルベンゼン、トリフェニルメタン、ジフェニルスルホン、および１，２－ジメチルシク
ロヘキサンから選ばれる１種以上であることを特徴とする上記（１）または（２）に記載
の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法、
（４）溶融重合工程開始前または溶融重合工程中に、安定剤を添加することを特徴とする
上記（１）～（３）のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法、
（５）酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物が、硫黄のオキソ酸または１分子
中に２個以上のスルホン酸基を有するスルホン酸基含有化合物であることを特徴とする上
記（１）～（４）のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法、
（６）溶融重合工程開始前または溶融重合工程中に、酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫
黄含有化合物を添加することを特徴とする（１）～（５）のいずれかに記載の脂肪族ポリ
エステル樹脂の製造方法、
（７）溶融重合工程を少なくとも下記の２段階を含む条件で連続的に行い、かつ固相重合
工程を少なくとも下記の２段階を含む条件で連続的に行うことを特徴とする上記（１）～
（６）のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法、
溶融重合工程 条件１ １４０℃～１６０℃、１３．３～６６．６ｋＰａ
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条件２ １６０℃～１８０℃、１．３～６．５ｋＰａ
固相重合工程 条件１ １３０℃～１５０℃
条件２ １５０℃～１６５℃
（８）脂肪族ポリエステル樹脂がポリ乳酸系樹脂であることを特徴とする上記（１）～（
７）のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法、
（９）酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物および安定剤を含有することを特
徴とする脂肪族ポリエステル樹脂組成物であって、安定剤が、芳香族環を構成する炭素原
子にリン原子が直接結合しているリン化合物、芳香族ケトン化合物、脂肪族ジカルボン酸
、脂肪族ジオール、芳香族環を有する炭化水素化合物、ジフェニルスルホンおよび脂環式
炭化水素化合物から選ばれる少なくとも１つであることを特徴とする脂肪族ポリエステル
樹脂組成物、
（１０）安定剤が、９，１０－ジハイドロー９－オキサ－１０－フォスファフェナントレ
ン－１０－オキサイド、ベンゾフェノン、シュウ酸、ヘキサンジオール、１，４－ジベン
ゾイルベンゼン、トリフェニルメタン、ジフェニルスルホン、および１，２－ジメチルシ
クロヘキサンから選ばれる１種以上であることを特徴とする上記（９）記載の脂肪族ポリ
エステル樹脂組成物、
（１１）酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物が、硫黄のオキソ酸または１分
子中に２個以上のスルホン酸基を有するスルホン酸基含有化合物であることを特徴とする
上記（９）または（１０）記載の脂肪族ポリエステル樹脂組成物、
（１２）脂肪族ポリエステル樹脂がポリ乳酸系樹脂であることを特徴とする上記（９）～
（１１）のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂組成物、
である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　［実施例２～７、９～１４、１７～２０、参考例８，１５、１６、２１，２２、比較例
１～４］
　使用する触媒の種類および添加量、安定剤の種類および添加量を表１～４に示すように
した以外は、実施例１と同様に行った。結果を表１～４に示す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
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【表１】

【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
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【表２】

【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３６】
【表３】

【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物を触媒とし、安定剤の共存下で、溶融重
合工程とそれに続く固相重合工程を含むことを特徴とする脂肪族ポリエステル樹脂の製造
方法であって、安定剤が、芳香族環を構成する炭素原子にリン原子が直接結合しているリ
ン化合物、芳香族ケトン化合物、脂肪族ジカルボン酸、脂肪族ジオール、芳香族環を有す
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る炭化水素化合物、ジフェニルスルホンおよび脂環式炭化水素化合物から選ばれる少なく
とも１つであることを特徴とする脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法。
【請求項２】
酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物の添加量が、硫黄原子換算で原料モノマ
ー対比３０～３０００ｐｐｍであることを特徴とする請求項１に記載の脂肪族ポリエステ
ル樹脂の製造方法。
【請求項３】
安定剤が、９，１０－ジハイドロー９－オキサ－１０－フォスファフェナントレン－１０
－オキサイド、ベンゾフェノン、シュウ酸、ヘキサンジオール、１，４－ジベンゾイルベ
ンゼン、トリフェニルメタン、ジフェニルスルホン、および１，２－ジメチルシクロヘキ
サンから選ばれる１種以上であることを特徴とする請求項１または２に記載の脂肪族ポリ
エステル樹脂の製造方法。
【請求項４】
溶融重合工程開始前または溶融重合工程中に、安定剤を添加することを特徴とする請求項
１～３のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法。
【請求項５】
酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物が、硫黄のオキソ酸または１分子中に２
個以上のスルホン酸基を有するスルホン酸基含有化合物であることを特徴とする請求項１
～４のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法。
【請求項６】
溶融重合工程開始前または溶融重合工程中に、酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有
化合物を添加することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の脂肪族ポリエステル
樹脂の製造方法。
【請求項７】
溶融重合工程を少なくとも下記の２段階を含む条件で連続的に行い、かつ固相重合工程を
少なくとも下記の２段階を含む条件で連続的に行うことを特徴とする請求項１～６のいず
れかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法。
溶融重合工程 条件１ １４０℃～１６０℃、１３．３～６６．６ｋＰａ
条件２ １６０℃～１８０℃、１．３～６．５ｋＰａ
固相重合工程 条件１ １３０℃～１５０℃
条件２ １５０℃～１６５℃
【請求項８】
脂肪族ポリエステル樹脂がポリ乳酸系樹脂であることを特徴とする請求項１～７のいずれ
かに記載の脂肪族ポリエステル樹脂の製造方法。
【請求項９】
酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物および安定剤を含有することを特徴とす
る脂肪族ポリエステル樹脂組成物であって、安定剤が、芳香族環を構成する炭素原子にリ
ン原子が直接結合しているリン化合物、芳香族ケトン化合物、脂肪族ジカルボン酸、脂肪
族ジオール、芳香族環を有する炭化水素化合物、ジフェニルスルホンおよび脂環式炭化水
素化合物から選ばれる少なくとも１つであることを特徴とする脂肪族ポリエステル樹脂組
成物。
【請求項１０】
安定剤が、９，１０－ジハイドロー９－オキサ－１０－フォスファフェナントレン－１０
－オキサイド、ベンゾフェノン、シュウ酸、ヘキサンジオール、１，４－ジベンゾイルベ
ンゼン、トリフェニルメタン、ジフェニルスルホン、および１，２－ジメチルシクロヘキ
サンから選ばれる１種以上であることを特徴とする請求項９記載の脂肪族ポリエステル樹
脂組成物。
【請求項１１】
酸化数が＋５以上の硫黄を有する硫黄含有化合物が、硫黄のオキソ酸または１分子中に２
個以上のスルホン酸基を有するスルホン酸基含有化合物であることを特徴とする請求項９
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または１０記載の脂肪族ポリエステル樹脂組成物。
【請求項１２】
脂肪族ポリエステル樹脂がポリ乳酸系樹脂であることを特徴とする請求項９～１１のいず
れかに記載の脂肪族ポリエステル樹脂組成物。
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